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ヤ児童文化財に関する研究のう1ぢ， 大学，1研究所などの

紀要に発表されたものは， 関係者でも目にふれることが

少なヤ、ど思われる。1そごで一般め図書や雑誌にみられた

も』のど併せ《』覧にするごどがでぎれば便利であろぢ ど

思い，本稿をまとめることとした。今回が5回目であるぢ

　児童文化財の研究といっても，範闘も広いし角度吟さ

まざまであるが，ここでは，児童文化財が子どもの生活

とがかわりあう どごろに焦点をあてたものに限るごどと．

した。それと て も號明確紀線をひくこ とばできないので

あるがド 心理学や社会学，1教育学，歴史などの専門領域と

しての連論や技術め研究が中心になら ているものと、か1』』、

文学論，作家論： 作品論といらたような専門的競究は敬

遠するごとど1し〆専門的なものでむ，』児童文化の理解の

たずけになるど思われる史舶概観7現状摂観などを内容

εするもφはどり・V～れるOとと』した。 ま、た， 図書や雑誌

について嫉，講座，随筆などに類するど思われるものも

敬遠す‘る：ことにした♂…　ド1’ド　『』．㌧ け一』ン

　対象としたグ逓ま，・1980年中に刊行された図書， ‘雑誌r

研究紀要を主 どし，く研究紀要は日本総合愛育研究所また

は同所児童文化財研究部会あ《に寄贈さ．れたもののプ う

ち，児童文化関係の学科をもつと思われる大学， 短期大

学筆めもの86冊について調査した。図書の雑誌にづい定

は出版関係誌を手がかりに調査し購入するよう努力・し

だ‘渉ゼγ㌧

17寄贈者め御好意に感謝するとともに‘ r前記のような考

え方確割愛1した文献ク）多いヒと・にういてお許しを乞う次
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訟薪究内容ほ，声般許絵画碁音楽ニヂう た，簿劇」お話，こ・児

童肉書 ・児童文学，ll遊び1う玩具， ｝テレビめ菖項自に分け

て紹介するのを通例としてきたが，今回は絵画に関する

むめがながろためで，ピ7項目 とならている。』ll 』㌃1

‘』．旨殴 1 1二一’ 1一！
r 　、、r旨二 ＼ゴ

a本δ芋ど壱たち一高生活と意識一NHK放送世論調

鍬査所縞夜日本放送出版協会，’1980－8）回1㌧碍監 諮

t｝小学ぢ隼生gb6入鼻中攣21年生900人ジト合計1，8σOl人を

対象ε心受丼子どもと両親め両方に対し質問調査したも

ので，調査時期は1979年8月である。内容は，『丁子ども

たちの生活』 ・「子ども だちのものの考え方」・ 「現代の親

子関係』 「地域差同学年差） 男女差』1「子どもたちの特

徽とその背景」 にわがれ起おりデテ》ビ視聴その他の遊

びが生活や親子関係の中でどう考えられ行われているが

　がわかる己げ．㌧ ㌧詳rl∴1

児童館におげる文化財利用の活動状況に関する調査報告

　一日本総合愛育研究所児童文化財研究部会く日本総

　合愛育研究所纈第・礫・98・一3）・き．

k．1、、p　児童福祉施設としての児童館は，だいたい犬型，中型，

小型の3うに分けて考えられ淀いるが，’二22館につ恥淀活

動内容を調査じ試平均的な傾向を把握しようとしたもの

　である。 なお，1瑛例研穽と』して各型の館から代表的なも

　のにづいて， 二環境条件や運営上の特色などについ丸く，わ

　しく報告している5 ごい　　． 』』』㌧』 1浪　』一・∵δ

　子どむ学無佐野美津男著〈農山漁村文化協会，． 1980←

　』5）1” 』∴
一』

　添r子どもを対象とするさまざまな分野の総合化」』・ r子

　どもそのものに即レた研究」 「体験主義の排除j』と恥う

　ことを重点どして△総合的な子 ども研究の学間体系の確

立を鱈している汀琴岬ぐ頒蚤啓鯛い葦い
　るのは，　「児童』というごとばが，”社会制度の中でいろ

　いろに定義されえいてジ意味が不安定であるの梵ρ文化

　的なことばである 丁子ども」 というレ5い方にするといっ

　ているよ，（㌧≒　：耽　　ド 　　”滅
ド［ill想

　丁児童文化∫原論』児童文化とは何か（最終回） ＝÷÷

　．宵田足日㌦．（「現代教育科学」Nα278，「1980≒3‘』明治図

　へ1書〉ヲ』1 』ン』冗 ・！ 　r　r 　∴
』1 ・！1∫・

㌧
3

、ユ979÷4 から1980－3まで12回連載．した記事の最終回

　で；、、それまでに児童文化論に関する多1くの魯の要点につ

　いて分析し，薪究についての提言をすると虐もに‘ぐ こる

　で’1二今までの児童家化論をざらに体弐進展させ泌戸子碧

　’もと文化二どの関係を体系的に研究する1・「児童文化原論」

　と郊いうべきものを提言している。 ズ “3男rr3魂

　児童文化の現状と課題一小林剛てF青少年問題」層第27

　 1『 巻第11号昇1980甲11，東京都千代田区西神田て2辺く1）∫

　愉児童文化の現状はド、子どもの発達との関係を考える芝

　’き∫・エど・ういう間題があるのかを指摘し，・児童文化財め画

　宇化がち脱出しド 伝承児童文化の継承と〆 1創造的な子窓
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もの遊びの展開などのために・現在の児童文化財の再検　　で冊子形式となり，子どもとのかかわりを漸お＠登やう

討と総合的視点からの児童文化運動の展開の必要性を強　　までの歴史を概観している。

調している・灘登麟柔爵6酔合慾①篤舞二艶類瓢』陵婁勲訴鱒醗葬大脇胤上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979－6，下1979－10）
2．音楽・うた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漫画という言葉が，現在のような意味で出まわったの
日緬顧一河醜・編爵鞭譲乏贈：∫繭叫ま、8蝋北沢楽天のr嚇漫画似後である．子ども

　一4）

ドお豊なたち．ヵミ森自分が子どもの頃楽し・んだ歌がy、、．音楽

史や子どもの暉史礁照らして捲るどど委搭うこ性質を覧苓

て、いるかを解明し，∫過去の作品とヤしての童晒を分類しで

提示 し，yこのような歌をk・ま¢）子ど遣に押救っ肱て．はし1）

けない，いまはもっと子どもにふさわしい歌がたくさ．ん

ある豊軽うで甑るδ競漫粧じ，④塁葭i頓示叢れた歌のムぢ映

まゑ歌われてぬ盗ものの多い豊蜜も事輿饗疹るよ一

、1 餌、歎蘇ご二1．☆
1、鰐」鋤、』塩 〕，

幼児め劇的表現につし、τじ（保育境場からの私見〉二由広

（綱ニミ詳駅（大阪壬代田短期大掌紀要第9域、1980τ7〉

rこ鴬で劇的表現と墜うのは，5身振1ゑ表現からζうこ遊

び，ンリズム劇じ麟あそびジi幼児劇ξじ翼、まとめて上演す

るまでの，幼児の劇的裟現の一切を含めて いる。： 筆者

は論その長年の保育体験を通／し頂藁それぞれの段階にお

いて・どういう点に意義をみとめ・どういう点に留意し

て指導むズ子ど嚢たちが一どのように発達したかをま’とめ

た・もので畜劇の脚本を子1どもたちにお’しっけ，： さるしば

いをさ｝せるミ＝ との無意味なζ之を指摘している5・・．ト∫， 二

’マニ㌔」鋸ぐこ諄樫 l『6 f凪1 き巳♪　

，凱鯨懸騰、マ鱒蝉お、』”』』』』』鷺

幼児の成長発達と絵本管；α歳から・3F歳を迎え為まで胃

．き→木下逸枝著・（高文堂出版社ド19？9←9）1『 ご二．㌃．

　蓼師で訪る著者が， 長女（1975－5生れ）の絵本に関

する記録奪ま≧めたもので訴』「成畏に伴ゑ絵本之の次か

わ並あい”・F南る1．冊の本との獅かわ．りあいの過程」丁言

葉。文字・数などについて，どのようにして獲得してい

写たか止の王3、っにわけ護述尽：ζ》〉るεろそして，1、その体験

を総合蔓て跨絵本と幼児iとiのかかわ！りあいをどう理解す

ざきかにρヒ）ての尽ている6・1ン ．「f、』 ；
∫』 、1 ：

11く、』・’．F

絵本に関する研究ジ（1）汁わが国における絵本の前史を

した1どおヱ総松原醇子〈鳥取女子短期大学研究紀要第

♀号，1980一耳）。（玉『rむr、1 1、1』1駆い！」一… ㌧」⇒

鷺わ！が国の絵本豊子どtも／省のかかわ二りを辿う巧ぬ雪イうと

硬韻φ麟（エ》獲は漏民生活と，カ｝か擁のある最初の

絵ムゑ経典恥齢㍉上流社会にだけにあ錫た絵巻物がジ．且2

世紀以後は説話や寺社縁起を語るために利用・され鍔14世

紀から伝達羨段と雌匹活用されるよ1うにな、り ，二 ‘奈良絵本

漫画の実体は，明治のポソチ絵時代までさかのぼること

演できる が鵡集中的に出峠じめた④は享920年伐の丁距チ

ャγの冒険」あたりからでら昭和初期頓はfQらるろ』』1

が登揚す鞄。1上ゆ下巻を通して現代までの漫面の変遷と・

時代背景ジ 云銃ビ番組との関係などは屡ひろくのづられ

ているずi一】iび、1 ！、’

』L、’二．｛．て㍉』う甑、ビ』 1ト．，〆心

、1｝臥コ．弊1』』馨1』冗＝∫ス∵1∵’1∵．填『1瀕、
陽．

童遊文化史7考現に基づメ考証く的研究、（全4港，∵別

し巻＞ナ半沢敏郎箸く束京轡籍，I l＝1鯵07窃）卜、∈・、』 、1

　20・％6人にっいてダ、子．ξ寳賭代Q♪遊び1璽！名、称ノ1、遊ぜ

方，・．遊具などを質問紙法噂部り、調査 し誓農わが，鼠におけ

る伝承遊びの爽体を，ゴ明治，許大年ジ、…「昭和前期1照和後

賜、省県別匹把握レたゴ｝ぽう大な調李結果④分析報貴

之熟そのまとめど．、しての児産文化論がg尽らむてい為敏

別巻は，＝．髪れら遊びの実態を示す嬢真，1絵，幻図≧総含躯

引からなワて玲る。：曳 旨．淫｛じ1』．営』 ，箪畠．叉iンづい誹

　遊びは前記時代別に，一般の遊礁（匹季各タ謄）チ濠行

礁的遊びに分類されバ汁覧衷≧ な，り，，貝本列島遊埜笹図

として丞 ざれズ野多融遊びの、うち， ξ代表的な重＠巨Q種礁

？いズト丁名称』．1「場所上丁遊県』娘「形求女方法」跡〔史

的考察」，の』5項目にわたって解説され局礁S振忌黒，、：

日本の子どもの遊び（上、璽下）、、アか蓋さ轟くし｛（加古里

、1 跳著1（青木轡店，上1979r10プ、1下1鍍p詰1馨ミyillliご｝…

　日本の子どもの遊びにはどんなものが、あるか，それ爆

どんな内容なのか，’∠それに子 献も照出ゑて護6獣砺叫益

をもたらす迩のであるか，』それ曝現在賓ムな財i質・蚊る

か，遊ぱれなくなったとしたら何故なのか，それで￥・於

のか， 』、どうすれば間題が解決．ξれ逐のか，，な暮実鱒藪角

的な視点で日本の子ども，の遊びを解明＝レ改著者の考黎を

の尽ている＆∴、『：ヒ＝iぐ＼、：“一、∵ 71≦濤議さく髪添’ミく覧1』ン

　上巻では，． 遊びの種類ご≧に，↑その内容と効暴辣問題

点をあきらかにしている。下巻では，遊びとは何かとい
　　　　　　　　　　　　　　コマて　　　　　　　　　ド
う一般理論をすすめながら，子どもの遊びの嶽に関す

菊聞題点の指摘と，その解決策の提言ζ荻行わ痙鱒徳㎏

る。大人は子ど毒と遊びと，拠登共通哀を恋ちな婆勉、苓：異

る生活をして恥るの齢大人は欝ら1の遊¢渇舜じて木隼を

豊かに1しヂ三か？子ども④遊びを通して子ども．の成長≧賦

かる苓きであるず， il♪．躰ン砿鏡1涛マ鉱ζ｛撮冬蒔．㌧ダ，ンしド
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子どもたちの言葉遊び一角田巌（文教大学人間科学部

　「人間科学研究」第2号，1980－12）

　わが国では，早口言葉や謎のようにお≧なから借用し

てきた遊びのほかは，わらべ歌，絵かき歌，はやしこと

ぱなどが子どもの遊びとして記録されているだけなの

で，子どもの言葉遊びとして体系的にまとめようとした

ものである。分析すると10種類の遊びにわけられるが1

これらは遊び集団の弱体化と遊び喪失などで褒退するか

ら，大人の遊びの提示などが必要である。

6．　玩 具

おもちゃの文化史一A・フレイザー著・和久洋三監訳，

　和久明生・菊島章子訳（玉川学園出版部，1980－11）

　製品となっている玩具で，現在確認できるものについ

て，詳細な史的解説を行なったであるが，原著だけで

は，日本の現実の理解が不足するので，「日本のおもら

や」という添付資料で種類別の解説と原著の参照頁どを

記したほか，監訳者の「おもちゃ私論くあとがきにかえ

て＞」で理’論的な補足が行われている。

7。　テ　レ　ビ

幼児の生活時間とテレビー原　芳男（放送文化基金編

　「幼少年期とテレビ」，1980－2，東京都渋谷区宇田川

　町41－1共同ビル，財団法人放送文化基金」

　放送文化基金の助成によって行なわれた調査の報告

で，報告会における報告を編集したものの一部である。

テレビ視聴は一つの選択行動であるという視点から，高

層住宅に住む幼児の遊び行動をテレビ視聴と関連づけて

調査したものである。子どもの好きなのは外での遊びで

あり，屋内の遊びでもテレビを見るのが一番好きなわけ

ではない。それにもかかわらず，幼児は平均で129分，

長いのは「ながら視聴』も入れると460分もテレビを見．

母がよくテレビを見ると子どももよくテレビを見る，な

ど，いろいな傾向がわかり，テレビと生活との相関の問

題点を考えさせられる。

両親のテレビ観・視聴態度と幼児一白井常（「幼少年

　期とテレビ」前掲）

　前掲と同様の調査の報告であるが，この調査では，東

京都内の山手の管理職専門職家庭の幼児と下町の商工業

地区の自営業や勤労者家庭の幼児を調査して，地域や家

庭の条件により，両親や幼児のテレビ視聴に傾向の差が

見られるかどうかを知ろうとしたものである。低年齢ほ

ど視聴時間が長く，親子両方の視聴時間も同様の傾向が

みられる。子どもの視聴について制限をしたりするのも

下町の方がゆるやかであるという結果が毘ている。

テレビCMと子ども一片岡輝（「幼少年期とテレビ」

前掲）

　テレビCMと子どもに関する，アメリカや日本の研究

を総合してまとめた結果の報告である。子どもは1日εひ

本，25分のCMを見ているが，年畏の子はCMを鋤判酌

にうけとめることができる。CMで手に入れた商品に失

望してテレビCMを信頼しない子どもが多い。子どもは

景贔つきとか，自分の好きなタレソトが宣伝するホスト

セリソグに弱いということもわかったが，大人が心配す

るよりも適当にCMを利用している。しか，やはりCM

を批判する第三者機関が生まれることがのぞまれる。

幼児の生活とテレビーNHK放送世論調査所笑態調査

　より（「子どもの文化」第12巻第3身，1980－3，東京

　都豊島区目白3－2－8子どもの文化研究所）

　NHK世論調査所が3月に発表した調糞結果の速報

で，調査所では幼児の生活とテレビに関する総合的な報

告を1981年度で出版することになっている。この調査の

対象は，首都圏の母と子であるが，生後4～7カ月で3

分の2はテレビに闘心をもち，1歳になると無関心はな
　　　　　　　　を
くなり，1歳の前半で習慣的視聴がはじまり，3歳の前

半で過半数になるという。　「体操などを見て手足を動か

す」のは，1歳半で8割を越え，それから約1年おくれ

て「歌のまね」　「言葉のまね」がでてくるという。視聴

時間その他母親の態度と相関するのは，前出の調査と同

様な傾向がみられる。

終わりに

　今年後は児童文化財の側から子どもの生活とのかかわ

りあいをみるというよりも，子どもの生活が児童文化財

とのかかわりあいにおいてどうなっているかという視点

からの研究文献が多いようであった。この傾向は，昨年

度に接した文献の傾向からも察しられたところであっ

た．遊びやテレビに関する研究文献の内容からも，子ど

もの生活や児童文化の本質についてさらに考究すべきこ

とを示唆されているし，児童文化一般の理論に関する文

献からは，もちろん，さらに広く，深く研究すべき必要

のある問題と方向について示唆されるところがあったと

思う。今後， さらにこの方面について，さらに一歩を進

めた研究文献に多く接することができることを願ってい

る。

　なお，上記の各文献について，もうすこしくわしい紹

介は，別に刊行される，朝日生命厚生礁業団の研究報告

のなかに含まれている。
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